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Technical Explanation

技術解説

© 2003 Japan Storage Battery Co., Ltd. All rights reserved.

本報告では，今後のエネルギー市場の担い手となる
ように 2002 年 10 月に販売を開始した電力貯蔵用制御
弁式鉛蓄電池“SLEシリーズ”について紹介する 2）．

2　電池への要求

2.1　低価格
電力料金の昼夜間の差額によって経済性を見出す
用途では，とくにコストは重要な要素である．蓄電池
に要求されるコスト c （円 /Wh）は，料金差額をａ円 
/kWh，電力貯蔵システムの充放電効率を 0.7，電池
のサイクル寿命性能をｂサイクルとしたとき，以下に
示す（1））式であらわせられる．
C（円 /Wh）≦ a× 0.7 × b × DOD/100　‥‥‥（1）
たとえば，ａ=10 円 / kWh，DOD 50% において，
ｂ = 2000 サイクルを代入すると，Ｃ≦ 7円 / Wh が
得られる．この寿命性能に見合う蓄電池のコストは
Ah単価にすると，約 14 円 / Ah 以下とならなければ
導入メリットは出ないという一つの答えが得られる．
このAh単価では国内製造においては非常に厳しい
価格であり，これを現実的な価格に近づける方策とし
て，以下の 3つが上げられる．
1 ） さらに長寿命にする．
2 ） 大量に生産する．もしくはすでに量産されている
商品の部分的改良をおこない，新規設備などの投
資を極力抑制してコストを下げる．

3 ） 料金差額が大きい契約電力帯をターゲットにす
る．1）項および 2）項は開発・生産技術力に依存し，
3）項はマーケッティング力に依存することになる．

1　まえがき

近年，気候変動枠組条約京都議定書の締結およびそ
の法案化や，今年施行される東京都の環境保護条例な
ど環境保全に関する法的整備が進むなか，様々な分野
で環境保護の取り組みが始められている．温暖化の原
因である石油を大量に使用している電力や自動車産業
関連では，その動きは顕著である．電力分野では太陽
光発電や風力発電の導入が急速に進められており，自
動車分野では環境に優しい燃料電池を搭載した車の市
場投入がはじまった．一方，日本を含む欧米諸国での
電力の自由化といった流れに，電気事業に関する規制
緩和もともなって，エネルギーの効率的利用や環境対
策を狙ったコージェネシステムや燃料電池発電システ
ムなど，自家発設備のエネルギー市場への投入もはじ
まった．こうした動きは今後さらに活発になっていく
ことが予測される．
ところが，これらの問題は蓄電池を介することで，

解決が可能となることはあまり知られていない．太陽
光や風力発電の用途では，変動電力の平滑化や電力供
給調整に役立ち 1），自家発設備の場合には発電余剰電
力の保存や，瞬時ピークの電力補償などに役立つ．鉛
蓄電池は，建物などへ据え置いて使用する場合には，
質量はあまり問題とならないために，長年の実績や安
価といった点から，最も適した電池といえる．寿命性
能も，現在では電力貯蔵，EVおよび電動車輌用途な
どで培ってきた技術によって，市場要求に対して充分
に対応できる性能になってきた．
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2.2　長寿命
（1）式において，b （=サイクル寿命）を大きくする
ことは，電池のコストメリットを出すために重要な
ファクターである．DOD 50 % で 3000 サイクルの性
能を有する場合は，Ｃ≦ 21 円 / Wh となり，現実身
を帯びてくる．
サイクル使用での VRLA 電池の主な寿命原因は，

電解液の成層化と過充電である．成層化は極板を水
平にすることで容易に抑制できる．過充電は用途に見
合った充放電制御を施すことで抑制が可能となる 3-5）．
したがって，SLE 形蓄電池では，開発や生産コスト
を抑えるため，極板が水平になる設置方式や，多段定
電流充電方式の採用など，使い方の改善による長寿命
化をはかった．さらにEV用鉛電池などで培った技術
を適用し，正極板はハードペーストを採用して，負極
板は充電性能を向上させるためにカーボンを添加する
ことによって，サイクル寿命性能と充電性能の改善を
達成した．
2.3　シリーズ化
市場で求められる電力貯蔵設備は，電力を供給する

側とその電力を使用する側とで異なり，それぞれの立
場における経済性や利便性を見出すことになる．前者
は発電に付帯する設備といった意味合いが大きいこと
から，設備容量は大きくなり，数 10 kWから数 100 
kWまたはそれ以上となる．後者は逆に，個々の電力
需要家への設置となるため設備容量は小さくなり，数
10 kW以下となる．蓄電池の容量は，これに合わせ
てシリーズ化することが必要であり，設備容量が大き
い用途には 2 V タイプの 500 Ah および 1000 Ah を，
設置容量が小さい用途には，12 V モノプロック蓄電
池で，15 Ah，22 Ah および 34 Ah を商品化した．

3　SLE シリーズ

商品化した SLE 形蓄電池の要項表を表 1に示す．
またSLE-1000のユニット電池を図1に，SLE 15-12 V，
SLE 22-12 VおよびSLE 34-12 V蓄電池を図2に示す．
500 Ah および 1000 Ah の蓄電池はすでに商品化
されている SNL 形蓄電池をペースとし，15 Ah，22 
Ah，34 Ah の蓄電池は PE 系蓄電池をベースとした
ことにより，製造設備や部材類の多くを共有させてコ
ストダウンをはかった．

図 1　SLE-1000 ユニット電池の外観

Fig.1　External appearance of SLE-1000 type 
battery unit.

図 2　SLE15-12V, SLE22-12V および SLE34-12V 蓄
電池

Fig.2　External appearance of SLE 15-12 V,SLE 
22-12 V and SLE 34-12 V VRLA battery.

Model SLE15-12V SLE22-12V SLE34-12V SLE-500 SLE-1000

Nominal  voltage V

Rated  capacity 
Dimensions H

L

W
Mass (typical value) 
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9.5

12

34

174

197
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14

2

500

492
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34

2

1000

493
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64

Terminal type Faston 250 M5 bolt M5 bolt M10 nut M10 nut

/

/

/

Ah/

/

mm

mm

mm

/ kg

表１　SLEシリーズ　制御弁式鉛蓄電池要項

Table 1　Specifications of SLE series VRLA batteries.
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4　蓄電池性能

4.1　放電性能
図 3に SLE 15-12 V，SLE22-12 V および SLE 34-12 

V 形制御弁式鉛蓄電池の代表的な放電特性を示す．ま
た，SLE-500 および SLE-1000 形のものを図 4に示す．

4.2　密閉反応効率と寿命性能
サイクル用途での寿命性能を向上させるためには，
電解液の成層化を抑制することが最も効果が大きいこ
とから，蓄電池の設置方法として全ての蓄電池におい
て極板が水平になるように置くことを基本とした．ま
た，極板が水平になることによって，従来のように蓄
電池の上下間で保持液量差が生じる現象がなくなり，
電解液はセパレータ中で比較的均一に保持される．そ
のために，密閉反応効率は飛躍的に向上した．その代
表的な例を図 5に示す．この優れた密閉反応効率特性
によって，過充電時のドライアウトが抑制されて，寿
命性能が大きく向上した．さらに，蓄電池の上下間で
の電解液量や比重のばらつきおよび偏りが低減される
ことから，充電時の電圧挙動は，使用開始初期から寿
命終了期に至るまで比較的安定した．そのために，蓄
電池の電圧もしくは蓄電池の放電量によって充電量を
制御する場合にも，使用初期から寿命期に至るまでの
期間，その充放電量の精度は向上した．
今回開発した制御弁式鉛蓄電池代表的なサイクル寿
命性能を図 6に示す．図から新形電池は，従来の電
池の特性と比較して大幅なサイクル寿命性能の向上が
認められる．

図 3　25 ℃における SLE15-12 Ｖ，SLE 22-12 V
および SLE 34-12 V 形制御弁式鉛蓄電池の代表的な
放電特性

Fig.3　Representative discharge characteristics for  
SLE15-12V, SLE22-12V and SLE34-12V type VRLA 
batteries at 25℃ .
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図 4　25 ℃における SLE-500 および SLE-1000 形
制御弁式鉛蓄電池の代表的な放電特性

Fig.4　Representative discharge characteristics for 
SLE-500 and SLE-1000 type VRLA batteries at 
25℃ .
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図 5　25 ℃における SLE-1000 形制御弁式鉛蓄電池
の密閉反応効率

Fig.5　Gas recombination efficiency for SLE-1000 
type VRLA battery at 25℃ .
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5　用途

サイクルサービス用に商品化した SLE形蓄電池は，
その優れた寿命性能と，NAS電池やレドックスフロー
に比べ充放電反応が速いという特長によって，満充電
もしくはそれに近い状態まで充電して，必要時に放電
する電力貯蔵用途や，充電状態をある状態に保ち，電
力の出し入れを頻繁に行うバッファ用途に適してい
る．その具体的な用途は以下のとおりである．
1 ） 陽光，風力発電など不安定電力の安定化と，発電
停止時の電力補償

2 ） ガスエンジンや燃料電池などでの発電における，

瞬時負荷変動時の電力補償
3 ） 夜間など安価な電力の貯蔵と利用
4 ） ピーク電力カットなどでの契約電力の低減

6　まとめ

電力貯蔵用に適した，長寿命で高信頼性を有するＶ
ＲＬＡ電池を開発・商品化ができた．今後は，シリー
ズ化の充実とともに，実使用における問題点の抽出や
改善を進め，さらに高性能・高信頼性の蓄電池の開発
をおこなっていく所存である．
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図 6　新形および従来形制御弁式鉛蓄電池のサイクル
寿命性能

Fig.6　Cycle life performance for newly developd 
VRLA batteries.


